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2009年 8月1日から10月末にかけて「馬を治す道
具たち」展が開催された。筆者はその企画に携わっ
たので，その意義や経緯などについて記録しておき
たい。巻末には資料を添付した。
背　景
麻布大学は100年を越える歴史があり，その研究
活動の遺産として，数々の資料が残されている。も
っとも都心の麻布にあった大学は戦災によって消失
したために，資料の中心的な部分が失われたことは
悲劇として記憶されなければならない。筆者は2007
年より本学に赴任したが，前の職場であった東京大
学総合博物館は我が国の大学で質量ともに最も充実
した資料を擁する博物館のひとつであった。それに
比較すれば本学の資料は十分とはいえないが，しか
し獣医学という点に限定すれば相当に価値ある資料
が残されているとの印象を得た。ただし，その保管
状態などはよいとはいえず，その改善が必要である
と感じた。大学資源の収集と保管，整理，分析，展
示などの活動は狭義の研究教育とともに大学のもつ
重要な機能のひとつであり，それぞれの大学が社会
的責務として充実させる必要がある。
折坂馬具コレクション
そのような状況の中で2009年 1月3日に本学の卒
業生である折坂金弘先生が長年収集された馬具を寄
贈されることになった。学長らとともにその馬に立
ち会い，そのコレクションのすばらしさに刮目した
（図1）。
このコレクションは「折坂馬具コレクション」と
呼ぶことにした。このコレクションにはいくつかの
注目すべき特徴がある。
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ひとつは馬具全般に及ぶのではなく，とくに江戸
時代の医療具に力を入れている点である。このこと
は折坂先生が本学の獣医学科を卒業生ならではのこ
とであり，本学の資料にふさわしい。
もうひとつは，資料はただ収集されたのではなく，
それぞれの収集品について徹底した情報収集と考察
が加えられており，その多くはすでに論文として公
表されている点である。収集品は存在することだけ
でも大きな意義を有するが，その価値は専門的立場
から説明されることで飛躍的に大きくなる。
さらに，これらの著作物を読んで認識したのは，
折坂先生はこれらの資料を解析することを通じて，
江戸時代という時代そのものの精神を解き明かすと
いう高度な学問的営為を行われているということで
ある。すなわち，一般には江戸時代は鎖国によって
海外との文化交流を拒絶し，暗黒の時代であったか
の解釈がなされるが，馬具をみると，むしろきわめ
て独創的であったということを指摘しておられる。
もちろん，芸術や建築など，一般に注目され，資料
も多く残されたものを通じての江戸論は多い。しか
し専門の獣医学を活かし，馬具という目立たないも
の，情報の残りにくいものに着目し，私財を用いて
収集し，その内容を該博な知識によって解析された
ことはまことに得難いことであるといえよう。
私はこれらのコレクションをなんらかの形で展示
する必要があると考えた。
展示へ向けて
そこで学術情報センターを中心に計画を作り，予
算申請をしたところ，7月8日になってこれが採択さ
れたという朗報が届いた。8月上旬にオープンキャン
パスがあるので，できればそれに合わせて展示をおこ
なうのが望ましいと考えた。しかし時間がないので，
すべての作業を大至急進めなければならなかった。
私は連絡を受けたその日のうちに資料の全貌を思
い浮かべ，展示の概略をデザインした。そして，折
坂先生に，展示が実現することになったことを報せ
る手紙を書いた。翌日には挨拶文と折坂コレクショ
ンの意義を成文化した（資料1，2）。そして代表的
な資料を撮影して，ポスターのために備えた。挨拶
文とポスターは日本の伝統的な資料をイメージさせ
るために黒地に白と灰色を基調とし，無彩色の中に
資料が浮かび上がるものとした（資料1，2）。
これらの作業と並行して，折坂論文を読み直した。
そしてその価値を再認識した。しかし，いくつかの
部分で腑に落ちない点，理解しづらい点があったの
で，折坂先生にお電話して解決した。なお折坂先生
は私の手紙が届いた日にお電話くださり，展示のこ
とをよろこんでおられた。馬具のことになると，熱
っぽく語られることが電話を通して感じられた。ま
た7月18日には私の質問についてのお返事を手紙で
いただいた。
その後，東大時代にお世話になった業者に連絡を
とり，概略を説明して，展示作業に入ってもらった。
私は展示品を選び，キャプション原稿を作成した。
7月22日には業者が来学した。そして，展示品を
配列する背景の「壁」の色は思い切って赤色にした
いがどうかと聞かれた。私は，展示コーナーは背景
が白であるので，薄い色ではプレーンな感じになる
ので，濃色がよいと思っていたが，黒褐色か濃紺色
を想定していた。赤色は私の想定とは違ったが，提
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図1 資料を説明される折坂先生（左）と政岡
学長（右）。2009年1月30日，本学にて。
図2 展示準備作業をする業者（7月31日）
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示された赤色はやや朱がかかっており，江戸時代を
連想させるものがあった。学術展示としては型破り
の派手な色であるかもしれないが，思い切って採用
することにした。
折坂論文を参考にすれば，長めの解説を書くこと
は不可能ではなかった。しかし東大時代の経験から，
長い解説文は来訪者にはほとんど読まれないことを
知っていたので，展示物を主人公とし，説明は最小
限にして，キャプションに入れ込むことにした。
展示は1）挨拶文や折坂先生を紹介する導入部，2）
馬の体に載せた「虻除け」という布，3）ハイライト
である馬針などの医療具，4）馬鈴などとし，これに
本学らしさを付加する意味で5）馬の頭骨と足の骨
格標本という5つのコーナーで構成するものとし，1）
から4）までを赤地の背景に，5）だけは白地として，
異質感を持たせた。
これらのことを業者と打ち合わせて決め，発注し，
そのあとはポスター作り，パンフレット作り，アン
ケート用紙（資料3），その台作りなどをした。これ
については学術情報センターの高橋徹事務長と尾崎
聖太郎氏にご尽力いただいた。
7月31日は業者が準備した台やキャプションを持
参し，暑い中で一日中かかって展示作業をしてもら
った（図2，3）。
展示内容
1）導入コーナー
折坂先生が来学された際に撮影していた学長との
歓談の写真が役にたち，先生の紹介にふさわしいも
のとなった（図4）。このコーナーにはコレクション
のひとつである浮世絵も掲示した。これは歌川広重
の「池鯉鮒
ち り ゅ う
」，現在の知立市の景色で，馬市が立つの
で有名だった場所である。こうした景観も，当時は
馬のために茅場が維持されていたことなどを読み取
るのに有効であることを知らされた。ひとつのもの
に徹底すれば，同じものを見ても「読解力」が違う
ことの好例だと思う。
2）「虻除け」コーナー
「虻除け」は馬の背を被う布であるが，このコーナ
ーはこれらの布が面積をとるために2点しか展示で
きなかった（図5）。丸に吉の字のデザインは沓切鎌
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図3 展示全貌
図4 導入コーナー
図5 「虻除け」コーナー
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（後述）を入れるケースにもお揃いのものがあり，博
労が自分の馬を統一的なデザインで飾ろうとしてい
たことがわかる。現代の自動車好きが，自動車に装
飾する心理と通じるものがあろう。
3）医療具コーナー
医療具のコーナーはこのコレクションの中心であ
る。針は瀉血のためのものであるが，驚くのは，家
畜の医療具でありながら，実にみごとな装飾がして
あることで，ことに肥後馬針の柄の部分の象嵌の意
匠と技術は目を見張るものがある（図6）。ここには
江戸の刀師の技術が存分に活かされている。
そのほか，広義の医療具としていくつかの展示品
があった。鬣
たてがみ
を切るためのはさみは，おそらく現存
する唯一のものであろうということである（図7）。
また蹄を切る刀は造形的に魅力的なものであったが，
折坂先生はこれは畳を切る刀にアイデアを得たので
はないかと推察しておられる（図7）。また，沓切鎌
は円形の木の根付け，今でいうストラップとひもで
つないであり，博労がこれを腰の帯につけてかっこ
よさを競ったものと思われる（図7）。
展示はしなかったが，折坂先生は江戸の馬の医療
管理において，「講」という組織によって安価に馬の
健康状態を診断するシステムが構築されていること
を考察しておられる。病気になってからではなく，
事前に診断をして，予防をするという現代医学の鉄
則のひとつを，江戸の無学な博労が実行していたと
いうことは注目に値するであろう。
4）馬鈴コーナー
馬鈴コーナーにはいくつかの馬鈴を紹介した。折
坂先生が評価しておられるのは，世界中の家畜の鈴
はいわゆるベル，つまり末広がりの金属器や木器，
あるいは球形の下部に開きのあるものであるが，江
戸時代の日本のものは基本的にリング（輪）を組み
合わせて音を出すものだったという点である。これ
については文献的なうらづけもある。これは産地の
地名から「大曽根」と呼ばれているとのことである。
そのほか球形の鈴なども紹介した（図8）。
5）馬の生物学コーナー
生物学的な意味での馬コーナーではエオヒップス
以来の馬の進化を紹介するプレートを作り，馬の頭
骨と下顎骨の一部を切開して歯根部を露出させたも
の，5本の指が進化の結果1本になったウマの足の骨
格を展示した。これらには豊富な本学の哺乳類標本
の存在を暗示する意味ももたせた。
これら5つのコーナーは備え付けの展示ケースに
収めたわけだが，この展示ケースは実際に展示をす
る上では不備な点がある。たとえば下面は下部から
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図6 肥後馬針
図7 医療具コーナー 図8 馬鈴コーナー
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照明ができるように厚い磨りガラスがおいてあるが，
その素材のために重い展示物をおくことができない。
また照明はライトに位置が固定的であるために，展
示物に応じたライティングの可塑性がない。今回の
展示でいえば，たとえば肥後馬針にスポットライト
を当てるなどの効果を狙えば，さらに魅力的な展示
になったのであるが，それはかなわなかった。ただ
し，業者からライトの光質によって展示物の劣化
（褪色）が起きるとのアドバイスを得たので，ライト
を取り替えた。
オープンキャンパス
筆者は8月 1日から調査のため海外出張があった
ために8月1，2日のオープンキャンパスには立ち会
えなかった。関係者の話ではおおむね好評であった
らしい。そのことはアンケート結果に反映されてい
る。その一部をとりあげると，内容は量的にも質的
にも適切であり，興味深かったという意見が多数を
占めた（資料4）。個別の意見では，こういうコレク
ションがあることを知らなかったのでたいへん興味
をもったというものが多く，中には江戸時代のもの
がよい保存状態であることに驚いたとか，タイトル
がおもしろかったなどという意見もあった。おそら
く獣医学とは病理あるいは解剖学といったイメージ
をもつ高校生や一般人にとって，麻布大学で江戸時
代の馬具コレクションが展示されていたというのは
意外であったものと察せられる。しかしその意外感
は否定的なものではなく，むしろ非常に好意的であ
った。それはこうしたコレクションが狭義の生物学
を越えて，人と家畜との関係を知る入り口のひとつ
であるということが理解されたことを意味している
と思う。そして，そのような活動が自然科学的なア
プローチとともに，すぐれて文化的なものであるこ
とを感じ取ってもらえたからであろうと思う。
資料収集の必要性と緊急性
展示が終われば，展示資料は収蔵管理されること
になる。しかし現状の管理体制は十分とはいえない。
きわめて価値の高い資料であるだけに，大学はしっ
かりした収蔵をする責任がある。またそうすること
によってはじめて，卒業生からの資料の提供の受け
入れが可能になる。東京大学総合研究博物館はもと
もと充実した標本をもつが，よい受け入れ体勢を整
えて各層からの寄贈を受け入れてきたために，10年
ほどのあいだにさらに資料が充実した。また東京農
業大学の「食と農」の博物館も同様の方針により，
卒業生からの寄贈によって資料が充実したと聞く。
現在は本学卒業生が高齢化し，物故者も増加しつ
つある。遺族にとっては故人のコレクションの意義
は評価できず，そのまま眠るか放棄されることが多
い。その意味でも，よい収集をすることは急がれな
ければならないことも指摘しておきたい。
結　語
限られた予算と，きわめて限られた時間のなかで，
突貫工事で完成させた展示であった。私としては折
坂馬具コレクションの価値は十分認識していたつも
りなので，この程度の展示では満足していただけな
いのではないかという多少の危惧はあった。しかし
8月3日に展示を見にご夫婦でお越しになった先生は
たいへんに満足しておられたと伺い，安堵したこと
であった。この一事で，結果的には成功であったと
いえるだろう。これはひとえに折坂先生のコレクシ
ョンの質の高さによるものであるが，しかし同時に
これをただ受け取って収蔵庫に眠らせるのではなく，
展示してこそ価値が生きることを理解していただい
た，政岡学長，有嶋学部長をはじめとする本学の教
職員，とくに学術情報センター各位のおかげである。
このような展示をもっと実施してほしいという声は
アンケートにも多く寄せられた。本学にはこれにま
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図9 馬の生物学コーナー
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さるとも劣らぬコレクションがあり，それらも展示
によって命を甦らせる必要がある。このような展示
活動は，大学が社会的存在であるという意味で，市
民にとって重要なものであり，そうした活動を通じ
て大学が社会的意義を高めてゆく必要がある。今回
の「馬を治す道具たち」展がそのような将来の展示
の起爆剤になればさいわいである。
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「馬を治す道具たち」展　アンケート
訪問年月日　2009年　　月　　日
所属など
（高校生，その父兄，本学卒業生，本学学生，本学教員，本学職員，他大学学生，他組織の研究者，その他：　　　　　　）
この展示の内容は
（たいへん興味深かった，ふつう，つまらなかった，
その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
この展示の量は
（多すぎた，ちょうどよい，少なすぎた）
このような展示を
（もっと続けてほしい，どちらでもない，やめたほうがよい）
そのほか，印象に残ったこと，お気づきのことがあれば，ご自由にお書きください。
ご協力ありがとうございました。
麻布大学獣医資料館設立準備委員会・麻布大学附属学術情報センター
資料4 アンケートの結果
「そのほか，印象に残ったこと，お気づきのことがあれば，ご自由にお書きください」に対する回答（原文のまま）。
馬医療具・馬具について
とても種類が多く良かった。ウマをもっとやってほしいです。
馬の手術道具なんて初めて見たので，もっとほかのも見てみたいです。
盛岡出身なので，チャグチャグ馬子の「馬鈴」の意味がわかり嬉しくなりました。
実際どのように使うのかわかりやすく見たいので，馬に使用しているところが見てみたくなりました。
馬具など，江戸時代の貴重なものでたいへんめずらしかったです。展示の説明書きに，使用された年代等が示されて
いてもよかったと思います。
昔の馬に関する道具をもっとたくさん集めて，このような展示を続けていって下さい。
馬が好きなので，もっと馬に関しての展示をしてほしいと思います。
馬には興味があるので，もっと展示をしてほしい。
ブスッとさすのは馬がいたい！
ぜひ鈴の音も聞きたかったです。
「馬を治す道具」というタイトルにとてもひかれました。そのような視点でのコレクションがあることに驚きました。
大切な家畜を長生きさせようという努力がかの昔からあったんだなあ…と，納得ですがビックリしました。
針やつめ切りなどめずらしく，きょうみ深かったです。
馬の針治療があるとは驚きでした。ありがとうございました。
保存について
保存状態の素晴らしさ。
とてもきれいに残っていたのでビックリした。
保存状態が大変良かったです。
そのまま残っているのがすごいと思いました。
江戸時代から残っていることに感動しました！これからも保存を続けていって下さい！
歴史について
歴史に興味を持った。
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獣医学に関する歴史は，資料を目にする機会が非常に少ないが，最先端を知るのも大事だが歴史に学ぶ事も多いと思う。
歴史的なものが見られて良かった。
歴史的な珍しい物が見られて良かったです。
知らなかった歴史について少し興味が出た。
展示について
もっと多くの人に触れるような形で公開してほしいと思いました。
Webにてのせていただけると（映像や音と一緒に）ゆっくり見れそうな感じがしました。
折坂コレクションまだあるなら続編を！　もうあまりなければ旧蔵品（70，80周年の記念品とか，鉄枕とか…）を加
えて。
3か月に一度位で展示を代えて下さるとありがたい。
とても貴重なものが数多くあり，大変興味深かった。ぜひまた違う展示も見にきたい。
もっといろいろな展示物を増やして欲しい。獣医資料館を本学の学芸員課の養成に役立てては。
麻布大学は良い標本などがあるのに常に展示できていないのがもったいないと思います。常に展示できる場所を用意
し，保存良く展示してほしいと思います。
その他
大変興味深い物を見せて頂きました。ありがとうございます。
凄いと思いました。
説明して下さったので，より良く理解できてよかった。
歴史的な説明をして頂きありがとうございました。
詳しく説明をしていただき大変興味深かった。
説明ありがとうございました。
初めて見たものが多かったので，とても勉強になりました。
今まであまり興味がなかったのですが馬に興味を持ちました。（獣医－馬医）ご丁寧な説明ありがとうございました。
見たことのないものばかりでおもしろかったです。
前の展示の方が良かった。
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